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■
設
立
30
周
年
の
節
目　

三
郷
サ
ミ
ッ
ト
開
催

■
北
信
越
69
市
の
市
長
が
集
う　

北
信
越
市
長
会
総
会
開
催

■
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
中
間
報
告
会
を
開
催

■
市
民
農
園
を
活
用
し
た
地
域
振
興　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
と
覚
書
締
結

第
30
回
三み
さ
と
さ
ん
ご
う
あ
づ
み
の

郷
・
安
曇
野
友
好
都
市

交
流
推
進
協
議
会（
三
郷
サ
ミ
ッ
ト
）

が
5
月
26
日
と
27
日
の
2
日
間
、
本

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会

は
、
昭
和
61
年
に
同
じ
名
前
が
縁
で

埼
玉
県
三み
さ
と
し

郷
市
と
奈
良
県
三さ
ん
ご
う
ち
ょ
う

郷
町
、

旧
三
郷
村
と
の
間
で
友
好
都
市
と
し

て
提
携
し
た
の
を
機
に
発
足
し
た
も

の
で
、
年
１
回
協
議
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
26
日
に
は
、
木き

づ津
雅ま
さ
あ
き晟
三

第
１
６
８
回
北
信
越
市
長
会
総
会

が
5
月
12
日
、
13
日
の
両
日
、
市
役

所
と
安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
（
豊
科
南
穂
高
）
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
新
潟
・

富
山
・
石
川
・
福
井
・
長
野
の
北
信

越
5
県
69
市
の
市
長
、
関
係
者
が
出

席
し
、
総
会
、
分
科
会
、
市
内
視
察

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
総
会

は
、
大
正
2
年
に
金
沢
市
で
第
１
回

市
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
中
間

報
告
会
を
5
月
23
日
か
ら
27
日
ま
で

の
間
、
市
役
所
な
ど
市
内
5
会
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

市
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
は
、

市
の
自
治
の
原
則
や
市
民
、
議
会
お

よ
び
市
の
役
割
や
責
務
、
ま
た
三
者

の
関
係
を
明
確
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
市
の
「
最
高
規
範
」

と
な
る
条
例
で
す
。

報
告
会
で
は
、
冒
頭
、
助
言
者
の

市
と
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
（
あ
づ
み
農
業

協
同
組
合
・
千
國
茂
組
合
長
）
は
、

市
民
農
園
の
活
用
に
つ
い
て
覚
書
を

交
わ
し
6
月
１
日
、
締
結
式
を
同
組

合
の
大
型
農
産
物
直
売
所
「
安
曇
野

ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
」（
豊
科
南

穂
高
）
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
覚
書
は
、
来
年
4
月
に
直
売

所
横
に
開
園
す
る
15
平
方
メ
ー
ト
ル

80
区
画
の
市
民
農
園
と
１
区
画
２
２

５
平
方
メ
ー
ト
ル
の
農
業
体
験
農
場

郷
市
長
、
森も
り

宏ひ
ろ
の
り範
三
郷
町
長
を
は
じ

め
3
市
町
の
議
会
議
長
、
教
育
長
、

関
係
者
な
ど
も
出
席
し
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
と
本
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
宮
澤
市

長
は
「
友
好
を
深
め
、
災
害
時
な
ど

で
は
支
え
合
い
、
連
携
す
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

本
年
10
月
で
、
協
議
会
設
立
30
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
記
念
事
業
と

総
会
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
23
年
か
ら

は
年
2
回
各
5
県
を
持
ち
回
り
で
行

わ
れ
、
安
曇
野
市
で
は
初
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

初
日
は
、
5
県
の
市
長
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
25
議
案
を
分
野
ご
と
に
分

け
「
行
財
政
・
文
教
」「
厚
生
・
環
境
」

「
建
設
・
農
林
」
の
3
つ
の
分
科
会

で
審
議
し
ま
し
た
。
2
日
目
の
13
日

に
は
、
分
科
会
報
告
が
行
わ
れ
、
地

木
村
晴は
る
ひ
さ壽
さ
ん
（
松
本
大
学
総
合
経

営
学
部
教
授
）
が
条
例
制
定
の
背
景

や
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
。
条
例
制

定
に
あ
た
り
市
民
２
０
０
０
人
を
対

象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報

告
と
同
条
例
制
定
市
民
会
議
で
審
議

し
た
「
市
民
」
や
「
議
会
」、「
区
」

の
役
割
な
ど
条
例
に
盛
り
込
む
項
目

と
内
容
に
つ
い
て
、
市
の
担
当
職
員

が
説
明
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
回
の
中
間
報
告
会
で

の
活
用
を
協
力
し
て
行
う
も
の
で

す
。覚

書
の
主
な
内
容
は
、
市
内
外
に

向
け
利
用
者
の
募
集
や
、
同
農
園
で

の
農
業
講
習
会
な
ど
広
報
や
情
報
発

信
を
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
締
結
に

よ
り
市
民
の
農
の
あ
る
暮
ら
し
の
充

実
や
、
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
に
近
い
立

地
条
件
を
生
か
し
、
観
光
客
や
友
好

都
市
な
ど
か
ら
訪
れ
た
人
の
利
用
が

見
込
ま
れ
、
交
流
人
口
の
創
出
と
増

し
て
、
記
念
広
報
の
発
行
や
、
各
市

町
の
図
書
館
に
友
好
都
市
図
書
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
、
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
に
三
郷
市
、
三
郷
町
の
皆

さ
ん
が
出
場
す
る
住
民
ふ
れ
あ
い
事

業
を
行
い
ま
す
。
協
議
会
終
了
後
、

2
市
町
の
皆
さ
ん
は
、
市
内
企
業
を

視
察
し
ま
し
た
。

出
さ
れ
た
意
見
や
こ
れ
ま
で
市
に
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
取
り
ま
と
め
た

上
、
条
例
制
定
市
民
会
議
で
再
度
審

議
し
ま
す
。
条
例
制
定
市
民
会
議
で

は
、
条
例
に
盛
り
込
む
項
目
と
内
容

を
報
告
書
に
ま
と
め
市
長
に
提
出
し

ま
す
。
提
出
を
受
け
て
市
で
は
、
条

例
化
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
を
進

め
る
予
定
で
す
。

加
に
よ
る
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ

ま
す
。

あ
い
さ
つ
で
千
國
組
合
長
は
「
農

業
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
り
、
安

曇
野
の
価
値
を
高
め
た
い
」と
述
べ
、

宮
澤
市
長
は
「
農
業
や
観
光
面
で
地

域
間
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ
う
期
待

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

方
行
財
政
や
教
育
環
境
、
福
祉
施
策

の
拡
充
強
化
、
防
災
危
機
管
理
対
策

や
都
市
基
盤
整
備
な
ど
の
議
案
を
採

択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
子
力
発
電

所
の
安
全
対
策
や
北
陸
新
幹
線
の
整

備
促
進
に
関
す
る
決
議
案
な
ど
も
採

択
し
ま
し
た
。
採
択
し
た
議
案
と
決

議
は
全
国
市
長
会
を
通
じ
国
や
関
係

機
関
に
要
望
し
ま
す
。

記念事業の図書交換の様子中間報告会の様子（５月 23日・市役所）

握手する千國理事長（左）と宮澤市長

総会で議長を務める宮澤市長（中央）


